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表. 衆禽画譜に収録された鳥類の同定結果 

「水禽」 

№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

1 表１ マガン マガン 

（性不明・成鳥） 

アイリングが白色であることや、付札を踏まえてマガン

である。雌雄同色のため性は不明である。額に大きな白

斑、腹に明瞭な黒斑が有るため成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

2 表 2 カリカ子 カリガネ 

（性不明・成鳥） 

嘴の色がやや淡いが、アイリングが黄色であることや、付

札を踏まえてカリガネである。雌雄同色のため性は不明

である。額に大きな白斑、腹に明瞭な黒斑が有るため成鳥

とした。 

カモ目カ

モ科 

  

3 表 3 ヒシクイ ヒシクイ（亜種オオ

ヒシクイ） 

（性不明・幼鳥） 

嘴が黒と黄色の二色であること、腹に黒斑がないことか

らヒシクイであり、嘴が額からなだらかであることから

亜種オオヒシクイとした。雌雄同色のため性は不明であ

る。肩羽が丸く、白い羽縁が有ることや、嘴の黄色部が小

さいため幼鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

4 表 4 ハクガン ハクガン 

（性不明・成鳥） 

全身白色であることや嘴がピンク色であること、付札を

踏まえてハクガンである。雌雄同色のため性は不明であ

る。全身白色であるため成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

5 表 5 サカツラ サカツラガン 

（性不明・成鳥） 

頭頂部から後頸が茶色で喉側は白色であることや脚に橙

色味があること、付札を踏まえてサカツラガンである。雌

雄同色のため性は不明である。嘴基部の白色が明瞭なこ

カモ目カ

モ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

とから成鳥である。 

6 表 7  イヌガン シジュウカラガン 

（性不明・成鳥） 

嘴基部から目の周囲、頭部が黒く、頬が白いことからシジ

ュウカラガンである。雌雄同色のため性は不明である。白

い首輪が明瞭であるため成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

7 表 8 トウガン コクガン 

（性不明・成鳥） 

頭部が黒く胸まで黒色であること、背や翼も黒いことか

らコクガンである。雌雄同色のため性は不明である。背・

翼の羽毛が、淡色の羽縁を有する幼羽ではないため成鳥

である。 

カモ目カ

モ科 

  

8 表 9  ナベガン マガン 

（性不明・幼鳥また

は黒化個体） 

形態、全体の羽色はマガンに類似するが、嘴基部が白色で

ないこと、全体に黒色味が強いこと、胸から腹も広く黒色

であることなどがマガン成鳥には一致しない。しかし、幼

鳥であれば嘴基部の白色部がなく、胸の黒斑もなく、類似

性があるとも言える。菅原・柿澤（1993）は「「奇鳥写生図」

及び「水谷禽譜」の図と「観文禽譜」の記載を踏まえ、「な

べがん」はマガンの黒化個体と推定している。いずれか断

定することは困難であり、幼鳥または黒化個体とした。マ

ガンであれば雌雄同色のため性は不明である。 

カモ目カ

モ科 

  

9 表 10 ウミガン コクガン 

（性不明・幼鳥） 

頭部が黒く、胸も黒色であること、背や翼も黒いことから

コクガンである。雌雄同色のため性は不明である。背・翼

が淡色の羽縁が有る幼羽に見えるため幼鳥である。 

カモ目カ

モ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

10 表 12 マカモ マガモ 

（雄・成鳥） 

黄色い嘴、緑色の頭部、青い翼鏡などからマガモの雄であ

る。頭部の色などから雄であり、幼羽が残っていないこと

から成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

11 表 13 マシギ タシギ？ 

（性不明・幼鳥？） 

嘴の長さ、尾羽の模様からタシギを含むジシギ類である。

翼に明確な白帯がない点がタシギと異なるが、タシギ以

外のジシギ類であれば、外側尾羽がより多く、細く描かれ

るとも考えられるため、タシギ？とした。タシギであれば

雌雄同色のため性不明である。肩羽の羽縁が、白色ではな

いが淡色で幅広く描かれていることから、幼鳥の可能性

がある。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

降） 

12 表 14  クサシギ クサシギ 

（性不明・幼鳥？） 

やや短い嘴と暗褐色の羽色から、クサシギまたはタカブ

シギと考えられ、白い眉斑が眼の前で止まっていること

からクサシギとした。雌雄同色のため性は不明である。成

鳥（夏羽から冬羽への換羽途中）と幼鳥のいずれも可能性

があるが、各羽に細かな白斑が多数あることから幼羽の

可能性がある。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

13 表 15 ムシハミシギ ムナグロ 

（性不明・幼鳥） 

嘴がやや細長く描かれているが、細く明瞭な眉斑がある

こと、翼に翼帯がなく黒色であること、脚が暗褐色である

こと、全身が黄色味のある羽色であることからムナグロ

とした。雌雄同色のため性は不明である。冬羽の可能性も

チドリ目

チドリ科 

 展開「（ 

昇） 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

あるが、黄色味が強いため幼鳥である。 

14 表 16-1 ボトシギ タシギ？ 

（性不明・幼鳥？） 

中央尾羽の黒色部が多く、茶褐色の羽縁があること、嘴が

直線的にやや長く描かれていることからタシギの可能性

がある（タシギにしては串橋が短い）。菅原・柿澤（1993）

が衆芳軒旧蔵の「鳥類写生図巻」他二図譜の「ぼとしぎ」

の図はタシギであるとしている。タシギであれば雌雄同

色のため性は不明である。肩羽の羽縁が、白色ではないが

淡色で幅広く描かれていることから、幼鳥の可能性があ

る。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

15 表 16-2 モカモ オカヨシガモ 

（雄・成鳥、エクリ

プスから生殖羽への

換羽中） 

胸に細い白斑があること、茶色い翼帯や白い翼鏡からオ

カヨシガモの雄である。背の羽根が丸い（生殖羽は長く尖

る）ため、エクリプスからの換羽中である。 

カモ目カ

モ科 

  

16 表 17 シキ（無名雄/

春出） 

オオソリハシシギ？ 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

夏羽で胸が橙色になり、嘴が真っすぐ長い種としてはオ

オソリハシシギやオグロシギが想定されるが、尾羽が縞

模様である（オグロシギの尾は黒色である）ことから、オ

オソリハシシギとした。ただし、オオソリハシシギでは嘴

が 方に湾曲することから、？を付した。雌雄同色のため

性は不明である。橙色の繁殖羽（夏羽）を示していること

から成鳥である。 

チドリ目

シギ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

17 表 18-1 ヨシカモ ヨシガモ 

（雄・幼鳥、生殖羽

への換羽中） 

額から頭頂部まで茶色く、目の周囲から後方にかけて緑

色であること、頚が白く黒色の帯があることなどから、ヨ

シガモの雄である。雨覆が灰褐色の幼羽であること、背の

羽根が丸い（生殖羽は長く尖る）こと、三列風切が鎌状で

ないことから幼鳥であり、生殖羽への換羽中である。 

カモ目カ

モ科 

  

18 表 18-2 ツルシギ オオソリハシシギ？ 

（性不明・幼鳥） 

背中の羽から幼羽と考えられること、風切が黒色である

こと、尾羽が縞状のように描かれていることから、オオソ

リハシシギ幼羽とした。ただし、オオソリハシシギでは嘴

が 方に湾曲することから、？を付した。オオソリハシシ

ギの場合、雌雄同色のため性は不明である。付札のツルシ

ギは、夏羽では全身が黒いこと、冬羽では脚が赤いことか

ら一致しない。 

チドリ目

シギ科 

  

19 表 19-1 ムシハミシギ ハマシギ 

（性不明・成鳥、冬

羽） 

明瞭な白い翼帯があることからハマシギである。雌雄同

色のため性は不明である。 面が一様な暗褐色であるた

め成鳥の冬羽である。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

20 表 19-2 クビタマシキ コチドリ 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

黒い過眼線や茶褐色の頭部、胸の黒帯などからチドリ類

であり、胸の黒帯が明瞭であるや、翼に白帯がないことコ

チドリである。過眼線が黒色であることから成鳥であり、

黒色が濃いことから夏羽である。 

チドリ目

チドリ科 

 展開「（ 

昇） 

21 表 19-3 アイクロシギ ムナグロ 嘴がやや短く、肩羽等が黄色地に黒い鋸歯状の模様であ チドリ目   
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

（性不明・幼鳥） ることからムナグロである。雌雄同色のため性は不明で

ある。顔や胸が黒色ではなく、斑のある黄褐色であるこ

と、頬に黒斑があることから幼鳥である。 

チドリ科 

22 表 20-1 アカヽシラ ヒドリガモ 

（雄・成鳥） 

淡褐色の額や赤褐色の頭部からヒドリガモの雄である。

各羽根に幼羽がないことから成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

23 表 20-2 ハマタラシギ タマシギ 

（雄・成鳥） 

眼の周囲が淡褐色であることや、風切羽の基部に黒地に

黄色く丸い斑があることからタマシギ雄である。その羽

色から成鳥である。 

チドリ目

タマシギ

科 

 展開「（ 

昇） 

24 表 21 ギヤウジヤウ

シギ 

キョウジョシギ 

（性不明・幼鳥） 

黒い胸、茶色の背、赤みを帯びた脚からキョウジョシギで

ある。雌雄同色のため性は不明である。頭部に広く細かな

縦斑があること、背の黒い軸斑と茶色の羽縁のコントラ

ストが明瞭であることから幼鳥である。 

チドリ目

シギ科 

  

25 表 22-1 シギ（無名） オオソリハシシギ 

（雌・成鳥） 

嘴基部が黒色でないこと、体に褐色味があること、脚が黒

色であることからオグロシギまたはオオソリハシシギで

あり、尾が縞状であることからオオソリハシシギである。

胸が赤くないことから雌または幼鳥であり、肩羽の白縁

が細いことから雌の成鳥である。 

チドリ目

シギ科 

  

26 表 22-2 クチカモ（ヒ

ラクチ「マイ

カモ） 

ハシビロガモ 

（雄・成鳥） 

先端が幅広い嘴であることからハシビロガモであり、緑

色の頭部など羽色から雄である。幼羽が無いことから成

鳥である。 

カモ目カ

モ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

27 表 23 メダイシギ メダイチドリ？ 

（雄・成鳥、夏羽） 

嘴が短いためチドリ類であり、胸が赤いことからオオメ

ダイチドリまたはメダイチドリである。脚の色が濃いこ

とからメダイチドリの可能性が高い。胸に橙色が出てい

ることから雄であり、成鳥の夏羽である。 

チドリ目

チドリ科 

  

28 表 24-1 ハシロ スズガモ 

（雄・成鳥） 

頭部と胸が黒く、冠羽がないこと、背が灰色であることか

らスズガモの雄・成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

29 表 24-2 ムナクロシギ ムナグロ 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

嘴がやや短く、黄色に黒色の模様がある羽色であること、

顔から腹まで黒色であることから、ムナグロ成鳥の夏羽

である。雌雄同色のため性は不明である。 

チドリ目

チドリ科 

  

30 表 25-1  （墨書なし） トモエガモ 

（雄・成鳥、エクリ

プスから生殖羽への

換羽中） 

顔に黄色と緑の特徴的な模様があり、トモエガモの雄・成

鳥である。肩羽が短いこと、脇に茶褐色の羽縁が有る羽根

が有ること、側胸に白色線が無いことからエクリプスか

らの換羽中である。 

カモ目カ

モ科 

  

31 表 25-1 カキハシロ アカハジロ 

（雄・第１回冬羽？） 

胸があずき色であること、翼に白帯があること、 尾筒が

白いことからアカハジロである。目の虹彩が白いため雄

である。腹部が白色でないことから、第１回冬羽の可能性

がある。 

カモ目カ

モ科 

  

32 表 26-1 オヽカシラシ

ギ 

ダイゼン 

（性不明・幼鳥） 

灰白色味のある羽毛、風切が暗色であり基部が白いこと、

頭部から背にかけて細かい斑があること、尾羽が縞状で

あることからダイゼンの幼鳥である。雌雄同色のため性

チドリ目

チドリ科 

 展開「（ 

昇） 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

は不明である。 

33 表 26-2 コカモ コガモ 

（雄・成鳥、エクリ

プスから生殖羽への

換羽中） 

頭部が茶色く目の周囲から後頸が緑色であることからコ

ガモの雄・成鳥である。脇や背に茶褐色の羽根が混じるこ

と、茶褐色の肩羽の白斑が不明瞭なことから、エクリプス

からの換羽中である。 

カモ目カ

モ科 

  

34 表 27 オヽシギ オグロシギ 

（性不明・幼鳥） 

腰が白く、尾が黒色であること、嘴基部が黒色でないこ

と、翼に白帯があることからオグロシギである。雌雄同色

のため性は不明である。背や肩羽に、白い羽縁がある幼羽

が描かれているため幼鳥である。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

35 表 28 ハシロカモ スズガモ 

（雌・成鳥） 

頭部と胸が黒く、冠羽がないこと、背が灰色であること、

翼に幅広い白帯があることからスズガモである。嘴の基

部に大きな白斑があることから雄・成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

 片 翼 展

開 

36 表 29-1 シキ（無名） ムナグロ 

（性不明・齢不明） 

全身が黄色味のある羽色であること、風切が黒色である

ことからムナグロである。雌雄同色のため性は不明であ

る。幼鳥の可能性があるが、雨覆や背の一部が白色に描か

れていることから齢も不明である。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

37 表 29-2 ホシロカモ ホオジロガモ 

（雄・成鳥、エクリ

プスから生殖羽への

換羽中） 

緑色味が有る黒色の頭部であり、頬に大きな白色がある

こと、虹彩が黄色であることからホオジロガモの雄・成鳥

である。肩羽が白地に黒線がある生殖羽でないことから、

エクリプスからの換羽中である。 

カモ目カ

モ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

38 表 30-1 ウヅラシギ ウズラシギ 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

 嘴・ 嘴とも基部が黒色でなく、頭頂部が濃い茶色であ

ることからウズラシギである。雌雄同色のため性は不明

である。胸から脇にかぎ状の斑があることから夏羽であ

る。 

チドリ目

シギ科 

  

39 表 30-2 オナガカモ オナガガモ 

（雄・成鳥） 

長い黒色の尾羽があることからオナガガモの雄・成鳥で

ある。 

カモ目カ

モ科 

  

40 表 31-1 ツクシクヾメ

キ 

ヘラシギ 

（性不明・幼鳥） 

嘴先端が特徴的な形状をしていることから、ヘラシギで

ある。雌雄同色のため性は不明である。背の黒色部が大き

く明瞭であること、目先と頬に斑があることから幼鳥で

ある。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

41 表 31-2 オ ナ ガ カ モ

（雌） 

オナガガモ 

（雌・幼鳥？） 

翼の模様が、風切基部から茶色、緑色、白色という模様か

らオナガガモであり、長い尾がないことや淡褐色の羽色

から雌である。胸から腹、 尾筒に細かい斑があることか

ら幼鳥の可能性がある。 

カモ目カ

モ科 

  

42 表 32-1 ベニカモ アカツクシガモ 

（雄・成鳥） 

白っぽい頭部に橙色の羽色からアカツクシガモである。

首に黒色の輪があることから雄・成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

43 表 32-2 シキ/ツルシ

キ 

アオアシシギ 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

全体に青灰色の羽色であり、細く長い嘴、体や脚も青灰色

であること、尾が細かい横斑であることからアオアシシ

ギの成鳥である。雌雄同色のため性は不明である。頸に縦

斑があることから夏羽である。付札の「ツルシキ」「（ツル

チドリ目

シギ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

シギ）は、嘴基部や脚に赤味があることから一致しない。 

44 表 34 オゲキヤウシ

キ（カネシキﾄ

ﾓ） 

アオアシシギ 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

全体に青灰色の羽色であり、細く長い嘴、体や脚も青灰色

であること、尾が細かい横斑であることからアオアシシ

ギの成鳥である。雌雄同色のため性は不明である。頸に縦

斑があることから夏羽である。 

チドリ目

シギ科 

  

45 表 35 キアシ キアシシギ 

（性不明・成鳥） 

脚が黄色であること、胸や脇に横斑があることからキア

シシギである。雌雄同色のため性は不明である。肩羽に白

い羽縁のある幼羽が無いことから成鳥である。 

チドリ目

シギ科 

  

46 表 37 カワアイサ カワアイサ 

（雄・成鳥） 

細く鋸歯のある嘴、緑色の頭部、胸が白色であることから

カワアイサの雄である。幼羽が無いことから成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

47 表 38-1 チトリ ソリハシシギ 

（性不明・幼鳥） 

やや 方に反った嘴、橙色の脚からソリハシシギである。

雌雄同色のため性は不明である。胸の斑が幅広く明瞭に

描かれていることから幼鳥である。 

チドリ目

シギ科 

  

48 表 38-2 クマサカアイ

サ 

ヨシガモ 

（雄・成鳥） 

大きく丸い頭部、額が茶色であり目から後頸が緑色であ

ること、胸の羽毛に白黒の特徴的な模様があることから

ヨシガモの雄である。三列風切が長く垂れ がっている

ことから成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

 片 翼 展

開 

49 表 39 クマサカアイ

サ（雌） 

ヨシガモ 

（雌・幼鳥？） 

頭部に細かい縦斑があること、嘴が黒色であること、大雨

覆に白色部があることからヨシガモの雌である。 雨覆

が暗色であることや、腹に灰色の羽毛があることから幼

カモ目カ

モ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

鳥の可能性がある。 

50 表 40-1 オシロシギ タカブシギ？ 

（性不明・幼鳥） 

やや長く真っすぐな嘴、胸に斑があること、眉斑が明瞭で

眼の後ろまで伸びていること、腰が白く尾が縞状である

ことからからタカブシギ？とした。タカブシギであれば、

雌雄同色のため性は不明である。また背や肩羽に白い羽

縁が有ることから幼鳥である。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

51 表 40-2 キツ子アイサ ミコアイサ 

（雌・幼鳥） 

明るい茶色の頭部、白い喉からミコアイサである。 背が

黒くないため雄エクリプスとは一致せず、目先が黒くな

いことが雌成鳥・冬羽とも一致しないため、幼鳥である。 

カモ目カ

モ科 

 片 翼 展

開 

52 裏 1-1 ハマチトリ ハマシギ 

（性不明・成鳥、冬

羽） 

嘴が真っすぐであり、翼に明瞭な白帯があることからハ

マシギである。雌雄同色のため性は不明である。背に褐色

の羽縁がある夏羽が残っているため冬羽である。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

昇） 

53 裏 1-2 ドウナガアイ

サ 

カワアイサ 

（雌・成鳥？） 

茶色の頭部、灰色の背、胸が白いことからカワアイサであ

る。茶色の頭部から雌・成鳥と考えるが、冠羽がやや少な

く、目先に黒色が無いため雄・成鳥のエクリプスからの換

羽中の可能性もあるため、雌・成鳥？とした。 

カモ目カ

モ科 

  

54 裏 2 クイナ ヒクイナ 

（性不明・成鳥） 

顔から胸が赤く、背が暗褐色であることからヒクイナで

ある。雌雄同色のため性は不明である。喉に白い部分がな

いため成鳥である。 

ツル目ク

イナ科 

  

55 裏 3 ツルクイナ クイナ 赤い嘴、茶色に黒斑のある背、 腹部に横斑があることか ツル目ク   
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

（性不明・成鳥） らクイナである。雌雄同色のため性は不明である。各羽根

は一様に描かれ、幼羽が残っているようには見えないこ

とから成鳥である。 

イナ科 

56 裏 4 ウミアイサ ウミアイサ 

（雄・成鳥、エクリ

プスから生殖羽への

換羽中） 

赤く鋸歯のある嘴、緑色の頭部、胸が茶褐色で斑があるこ

とからウミアイサである。肩羽が雄成鳥とは一致せず、エ

クリプスからの換羽中である。 

カモ目カ

モ科 

  

57 裏 5-1 ヲシトリ オシドリ 

（雄・成鳥） 

特徴的な銀杏羽があることからオシドリの雄・成鳥であ

る。 

カモ目カ

モ科 

  

58 裏 5-2 ヲシトリ（雌） オシドリ 

（雌・成鳥） 

目の周囲が白く、後ろに垂れ がるように白斑が伸びて

いることからオシドリの雌である。各羽根は一様に描か

れ、幼羽が残っているようには見えないことから成鳥で

ある。 

カモ目カ

モ科 

  

59 裏 6-1 オヽバン オオバン 

（性不明・成鳥） 

全身が黒く、白い額版があることなどからオオバンの成

鳥である。雌雄同色のため性は不明である。 

ツル目ク

イナ科 

  

60 裏 6-2  チウバン セイケイ？ 

Porphyrio「

poliocephalus? 

（性不明・成鳥） 

チュウバンという和名の種はおらず、また、オオバンは白

い額板があることから一致せず、バンは脚が緑色で基部

に赤みを帯びた部分があることから一致しない。菅原・柿

澤（1993）は、「黒田楽善の「本草啓蒙補遺」に、「中ばん

は百鳥図の翠雲鳥也」とでている。清の余曽三の「百（花）

ツル目ク

イナ科 

外国種  
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

鳥図」の翠雲鳥はセイケイであるので、"ちうばん"はセイ

ケイと思われる。」としている。そこで確認したところ、

赤い額板が一致する一方、セイケイは嘴全体が赤いのに

対し、図では嘴の先端が白色であること、脚が赤みを帯び

ていることに対し、図では黒色である点が一致しなかっ

た。しかし、日本に分布しないセイケイの場合、輸入され

た鳥ではなく別図の模写である可能性も考えられ、その

過程で写し誤りが生じる可能性があることから、セイケ

イ？とした。セイケイであれば雌雄同色のため性は不明

である。また各羽根は一様に描かれ、幼羽が残っているよ

うには見えないことから成鳥である。 

61 裏 7-1 カイツブリ ハジロカイツブリ 

（性不明・第１回冬

羽？） 

黒い頭部、白い頬などからハジロカイツブリである。額が

高いことや頭の白色部の境界が明瞭なことからミミカイ

ツブリではない。雌雄同色のため性は不明である。目が赤

くないことから、第１回冬羽の可能性が有る。 

カイツブ

リ目カイ

ツブリ科 

 片 翼 展

開 

62 裏 7-2 イケツブリ カイツブリ 

（性不明・幼鳥） 

全体に暗茶褐色であるからことや、嘴がピンク色を帯び

ていることから、カイツブリの幼鳥である。雌雄同色のた

め性は不明である。 

カイツブ

リ目カイ

ツブリ科 

  

63 裏 7-3  コバン バン 

（性不明・成鳥） 

赤い額版、黒い体、脚の腿部分が赤いことからバンの成鳥

である。雌雄同色のため性は不明である。 

ツル目ク

イナ科 
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図録 

番号 
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種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

64 裏 8-1 ミヤコトリ ミヤコドリ 

（性不明・幼鳥） 

赤い嘴、顔から胸までが真っ黒であること、眼が赤いこと

からミヤコドリである。雌雄同色のため性は不明である。

背や肩羽に淡色の羽縁があるように描かれていることか

ら、幼鳥である。 

チドリ目

ミヤコド

リ科 

  

65 裏 8-2 カイツブリ カイツブリ 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

眼が淡色であり、耳羽周辺が茶色であること、背が灰色で

あることからカイツブリである。雌雄同色のため性は不

明である。茶色い羽毛が淡色ではなく濃いことから、成鳥

の夏羽である。 

カイツブ

リ目カイ

ツブリ科 

  

66 裏 9-1 シヤクナギ ダイシャクシギ「 

（性不明・成鳥？） 

大きく 方に湾曲した嘴、腰が白いことからダイシャク

シギである。雌雄同色のため性は不明である。 面の軸斑

と羽縁のコントラストが明瞭であれば幼鳥だが、図では

判別しがたく、成鳥？である。 

チドリ目

シギ科 

 展開「（ 

降） 

67 裏 9-1 ウミスヾメ ウミスズメ 

（性不明・成鳥、冬

羽から夏羽への換羽

中？） 

短く淡色の嘴、換羽が無いこと、白斑が眼の後方まで食い

込んでいることからウミスズメの成鳥である。喉まで黒

い点は夏羽的だが、眼の後方の白斑も明瞭であるため、冬

羽から夏羽への換羽中の可能性が有る。 

チドリ目

ウミスズ

メ科 

  

68 裏 10 カモメ ユリカモメ 

（性不明・成鳥、冬

羽） 

先端が赤く黒い嘴、脚も赤いことからユリカモメである。

雌雄同色のため性は不明である。褐色の羽根がないこと、

頭部が白色であり小さな黒斑があるのみであることか

ら、成鳥の冬羽である。 

チドリ目

カモメ科 
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番号 
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種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

69 裏 11-1 テコカモ ホオジロガモ 

（雄・成鳥、エクリ

プス） 

頭部が濃い茶色であること、眼が淡色であること、首が白

く、胸に斑があることからホオジロガモである。大雨覆先

端の黒色がないことから雌成鳥ではない。また、虹彩が明

るいこと、嘴に橙色味がないことから雌幼鳥とも考えに

くく、胸部が一様に灰色であることから雄・成鳥のエクリ

プスである。 

カモ目カ

モ科 

 片 翼 展

開 

70 裏 11-2 クロカモ ビロードキンクロま

たはクロガモ 

（性不明・第 1 回冬

羽？） 

頭が黒色で、体も黒色または黒褐色であることから、クロ

ガモまたビロードキンクロであるが、付札にあるクロガ

モは翼鏡が白くないこと、雄・成鳥は嘴が黄色であること

が一致しない。一方、ビロードキンクロは、翼鏡が白い

点、嘴基部にこぶがあるように見える点が一致するが、

雄・成鳥は目の周囲に白斑があること、嘴の色が赤いこと

から一致しない。また、クロガモ雌・成鳥は翼鏡が白くな

いことから一致せず、ビロードキンクロ雌・成鳥は眼の

前・後方に淡色の斑があることから一致しない。このた

め、翼鏡を重視してビロードキンクロまたはクロガモと

した。 

種が同定できないため、性も不明である。また、いずれの

種の雄・雌の成鳥でないことは明らかであるため、第一回

冬羽の可能性がある。 

カモ目カ

モ科 
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（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

71 裏 12-1 キンクロカモ スズガモ 

（雄・成鳥、エクリ

プス？） 

冠羽が無いことと、翼に白帯があることからスズガモで

ある。嘴基部に淡色斑が描かれており、雄・成鳥は背の色

が灰色であり嘴基部に白斑はないことから異なり、雄・幼

鳥の胸は細かな斑が並ぶことから一致しない。雌は成鳥・

幼鳥とも体色はより褐色であることから一致しない。こ

のため、雄・成鳥のエクリプスの可能性がある。 

カモ目カ

モ科 

  

72 裏 12-2 ヒロウドキン

クロ 

ビロードキンクロ 

（雄・成鳥） 

赤くこぶのある嘴、眼の周囲が白いことから、ビロードキ

ンクロの雄・成鳥である。 

カモ目カ

モ科 

  

73 裏 13 オヽハム オオハム 

（性不明・第 1 回冬

羽から夏羽に換羽

中） 

細長い嘴、横長の胴体、脚が体後方についていることなど

からオオハムまたはシロエリオオハムであり、横から見

て、オオハムは後脇に白斑が出ることで識別できる。本図

において意識的に描かれたかは定かではないが、後脇が

広く白く描かれていることからオオハムとした。雌雄同

色のため性は不明である。全体に褐色味があるが色が薄

く、背の羽根の羽縁が明瞭であることから第１回冬羽で

あり、肩羽等に白斑のある夏羽が描かれていることから

夏羽への換羽中である。 

アビ目ア

ビ科 

  

74 裏 14-1 アビ アビ 

（性不明・幼鳥） 

やや短い嘴、横長の胴体、脚が体後方についていることか

らアビである。雌雄同色のため性は不明である。背に逆ハ

の字形の白い模様があり、類似する模様が背中側全てに

アビ目ア

ビ科 
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№ 
図録 

番号 
付札 

種名等 

（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

有ることから幼羽である。 

75 裏 14-2 ウミトリ 不明 趾に水かきが有ることから水鳥であるが、類似種が見当

たらない。白い体色等から、何らかの種の白化個体とも考

えられる。衆禽画譜では、呼び名が不明な場合には「シギ

（無名）」と、その図が属するグループを記載して名称が

不詳であることを明記する例「（「「水禽」表 17、表 22-1、表

29-1）と、何も書かない例（「水禽」表 25-1 、「野鳥」

表 21-1）があり、「ウミトリ」とだけ記載された付札が、

ウミトリと呼ばれていたものを記載したものか、「海鳥」

という一般名称を記載したものかは判断しがたい。ただ

し、菅原・柿澤（1993）には「「うみとり」または「うみど

り」は掲載されていないことから、一般名称でを記載した

可能性が高い考えられる。 

不明 不明  

76 裏 15 

 

ウミケリ タゲリ 

（雌・幼鳥、第一回

冬羽） 

黒く長い冠羽、緑色の背などからタゲリである。顔の黒色

部が狭く、淡く描かれていることから雌である。三列風切

が褐色の幼羽であることから幼鳥の第一回冬羽である。 

チドリ目

チドリ科 

 展開「（ 

昇） 

77 裏 16 ダンナンカモ

メ 

アホウドリ（亜種セ

ン カ ク ア ホ ウ ド

リ？） 

（雌？・成鳥） 

長く大きな翼、淡褐色の頭からアホウドリである。嘴が細

長いことから尖閣諸島に産する亜種の可能性が有る。 

背・肩羽が白く、頭部背面も白色であるため雌の可能性が

有る。頭部に暗褐色の羽根がないことから成鳥である。 

ミズナギ

ドリ目ア

ホウドリ

科 

県外種 展開「（ 

降） 
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（性・齢） 
根拠等 目・科 国内外等 構図 

78 裏 17 アトアシ アカエリカイツブリ 

（性不明・幼鳥） 

嘴がやや長いこと、特徴的な顔の模様からアカエリカイ

ツブリである。雌雄同色のため性は不明である。顔の模様

や、背に淡色の羽縁があるため幼鳥である。 

カイツブ

リ目カイ

ツブリ科 

  

79 裏 18 マウ カワウ又はウミウ 

（性不明・成鳥、繁

殖羽） 

カワウとウミウは類似し、本図では、嘴基部は丸味がある

カワウ様、白斑は後頸に向けて尖るウミウ様である。いず

れかを決定する根拠にかけ、カワウ又はウミウとした。雌

雄同色のため性は不明である。また、褐色の羽根がないこ

とから成鳥である。 

カツオド

リ目ウ科 

  

80 裏 21  ヨシゴイ ヨシゴイ 

（雄？・成鳥） 

体が茶褐色であること、翼が黒色であることからヨシゴ

イである。頭頂部が黒色であるため雄の可能性が有る。喉

に縦斑がないことから成鳥である。 

ペリカン

目サギ科 

  

81 裏 22 ミソゴイ ササゴイ 

（性不明・成鳥） 

全体に青灰色味があること、虹彩が黄色いこと、雨覆に淡

色の羽縁が有るように描かれていることなどからササゴ

イである。雌雄同色のため性は不明である。腹部などに暗

褐色の縦斑がないことから成鳥である。 

ペリカン

目サギ科 

  

82 裏 23 コサギ ダイサギ（亜種チュ

ウダイサギ） 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

趾が暗色であることなどからダイサギであり、腿まで黒

色であることから日本で繁殖する亜種チュウダイサギで

ある。雌雄同色のため性は不明である。胸に飾羽があると

ともに、眼の周囲が青緑色の婚姻色であることから成鳥

の夏羽である。 

ペリカン

目サギ科 
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83 裏 24 トキ トキ 

（性不明・成鳥、非

繁殖羽） 

長く 方に湾曲した嘴、赤い顔などからトキである。雌雄

同色のため性は不明である。頭が黒色でないことから成

鳥の非繁殖羽である。 

ペリカン

目トキ科 

 片 翼 展

開 

84 裏 26 ヱボリ サンカノゴイ 

（性不明・成鳥？） 

黄褐色に黒色斑のある体色と、風切も黄褐色と黒色の縞

模様に描かれていることからサンカノゴイである。雌雄

同色のため性は不明である。幼鳥の第１回冬羽に関する

知見がないため確定はできないが、成鳥の可能性が高い。 

ペリカン

目サギ科 

  

85 裏 27 セクロゴイ ゴイサギ 

（性不明・成鳥） 

頭部から背が暗青灰色であることからゴイサギである。

雌雄同色のため性は不明である。褐色地にバフ色の縦斑

がある幼羽がないことから成鳥である。 

ペリカン

目サギ科 

 展開「（ 

昇） 
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「野鳥」 

№ 
図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

1 表 1-1 ハマスズメ イワヒバリ 

（性不明・成鳥） 

 嘴基部が淡色であること、頭部から胸が青灰色で喉に細

かな白斑があること、雨覆先端に白斑があることからイワ

ヒバリである。雌雄同色のため性は不明である。各羽根が

濃く、胸や腹部に縦斑がないため成鳥である。付札の「ハ

マスズメ」からイソヒヨドリが想起されるが、イソヒヨド

リは背も青灰色、 嘴基部は黒色、脚も黒色のため一致し

ない。 

スズメ目

イワヒバ

リ科 

  

2 表１-2 マメマワシ イカル 

（性不明・成鳥、夏

羽） 

太く黄色い嘴と黒い顔からイカルである。雌雄同色のため

性は不明である。嘴基部が灰色であるため成鳥の夏羽であ

る。 

スズメ目

アトリ科 

  

3 表１-3 ルリヒタキ ルリビタキ 

（雄・成鳥） 

頭 から背、尾羽まで青く、脇が橙色であることからルリ

ビタキ雄の成鳥である。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

4 表１-4 サ ン ク ワ ウ

（雌） 

サンコウチョウ 

（雌・成鳥または性

不明・幼鳥） 

冠羽が有り、頭部から胸が黒色であり、翼が茶色であるこ

とからサンコウチョウである。尾が短いため雌・成鳥また

は性不明・幼鳥である。 

スズメ目

カササギ

ヒタキ科 

  

5 表１-5 カシトリ カケス 

（性不明・成鳥） 

頭 が白く細かな黒斑があること、翼に特徴的な青い模様

があることからカケスの成鳥である。雌雄同色のため性は

不明である。 

スズメ目

カラス科 

  

6 表 2-1 ウヅラ ウズラ 短い嘴、丸い体、背に白線があることからウズラである。 キジ目キ   
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№ 
図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

（雌？・成鳥？） 全体に淡色であり赤褐色味がないこと、喉も白色であり赤

褐色であることから雌・成鳥の可能性が有る。なお、幼羽

に関する知見が無く、幼鳥かどうかの検証証はできなかっ

た。 

ジ科 

7 表 2-2 ホアカ（雌） ホオアカ 

（雄・第１回冬羽？） 

頬に赤飯が有り、胸に黒色の縦斑があることからホオアカ

である。顎線が明瞭に描かれていること、頭部の青灰色が

濃いことから雄の可能性があり、胸の黒色帯が明瞭でない

ことから第一回冬羽の可能性がある。 

スズメ目

ホオジロ

科 

  

8 表 2-3 クロジ クロジ 

（雄・成鳥） 

全身が黒灰色であることから、クロジの雄・成鳥である。 スズメ目

ホオジロ

科 

  

9 表 2-4 イワツグミ イソヒヨドリ 

（雄・第 1回冬羽） 

頭部から背にかけて青灰色であり、腹部に赤褐色味がある

ように描かれていることからイソヒヨドリの雄である。全

体にうろこ模様があること、雨覆が先端に白色の羽縁があ

る幼羽のように描かれていることから第 1回冬羽である。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

10 表 3-1 

 

コゲラ木喙 コゲラ 

（性不明・成鳥また

は第１回冬羽） 

白と黒の縞模様の体色からコゲラである。頭部の赤斑が確

認できないため雌雄は不明である。成鳥と考えられるが、

第一回冬羽である可能性もある。 

キツツキ

目キツツ

キ科 

  

11 表 3-2 ベンジヤク ヒレンジャク 

（雄・第 1回冬羽？） 

冠羽が有ること、大雨覆先端と尾羽先端が赤いことからヒ

レンジャクである。喉の黒斑の境界が明瞭に描かれている

スズメ目

レンジャ
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№ 
図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

ため雄の可能性が有る。初列風切先端の白斑が内弁のみに

あるが、実際には内弁・外弁の両方にある（成鳥）か、外

弁のみに有って内弁には無い（第 1回冬羽）かである。こ

のため図とは一致しないが、外弁・内弁のいずれか一方に

のみあることを意識していたと考えると、第 1回冬羽？の

可能性が有る。  

ク科 

12 表 3-3 画眉鳥 ガビチョウ 

Garrulax「canorus 

（性不明・成鳥） 

目の周囲の白斑が後方にまで伸びる特徴的な形であるこ

とからガビチョウである。雌雄同色のため性は不明であ

る。眼の首位の白斑が明瞭であり、体に幼羽と考えられる

羽根も描かれていないため成鳥である。 

スズメ目

ガビチョ

ウ科（仮

称） 

外国種  

13 表 4-1 孔雀鳩（雄） クジャクバト 

Columba「livia 

「var.domestica 

（性不明・成鳥） 

人為的に作出された品種と考えられる。付札の「孔雀鳩」

（クジャクバト）について、菅原・柿澤（1993）はドバト

（カワラバト Columba「livia の品種改良個体）の一品種と

し、「ドバトは尾羽が 12 枚であるが、この品種では 20 枚

以 あり、クジャクのように扇形に立ち、頭を後方にひく

品種もある。」としている。本図の尾羽は 14 枚有るように

も見えることや、宇田川（1961）に掲載された写真のよう

に尾羽を扇形に広げている姿から、クジャクバトとした。

雌雄同色のため性は不明である。成鳥羽が生え揃っている

ように見えることから成鳥である。 

ハト目ハ

ト科 

作 出 品

種 
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№ 
図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

14 表 4-2 孔雀鳩（雌） クジャクバト 

Columba「livia 

「var.domestica 

（性不明・成鳥） 

表 4-1 と同じである。 ハト目ハ

ト科 

作 出 品

種 

 

15 表 5-1 

（手前） 

キンハト キンバト 

（雄・成鳥） 

灰色の頭頂部、背及び翼が緑色であることからキンバトで

ある。肩が白いことから雄である。大雨覆の羽縁がバフ色

の幼羽が描かれていないため、いずれも成鳥である。 

ハト目ハ

ト科 

県外種 2 個体一

括 

16 表 5-1 

（奥） 

キンハト キンバト 

（雌・成鳥） 

種と齢については表 5-1「（手前）と同じである。肩が白く

ないことから雌である。 

ハト目ハ

ト科 

県外種 2 個体一

括 

17 表 5-2 

（右） 

銀ハト ギンバト 

Streptopelia「

risori「var.alba 

（性不明・成鳥） 

人為的に作出された品種と考えられる。付札の「銀ハト」

（ギンバト）について、菅原・柿澤（1993）でジュズカケ

バト Streptopelia「 risoria（愛玩種）の白変個体とし、

「全身純白で、頸輪状の部分も認められない。」「江戸時代

中期から"ぎんばと""ほんごくばと"の名で知られ、飼鳥と

して輸入されていた。」としている。図は全身白色であり、

宇田川（1961）に掲載されている写真も踏まえ、ギンバト

とした。雌雄同色のため性は不明である。一様な白色の羽

根であることから成鳥である。 

ハト目ハ

ト科 

作 出 品

種 

2 個体一

括 

18 表 5-2 

（左） 

銀ハト ギンバト 

Streptopelia「

表 5-2（右）と同じである。 ハト目ハ

ト科 

作 出 品

種 

2 個体一

括 
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№ 
図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

risori「var.alba 

（性不明・成鳥） 

19 表 5-3 

（右） 

テウシヤウハ

ト 

チョウショウバト 

Geopelia「striata 

（性不明・成鳥） 

日本で記録が有るハト類で類似種はいない。付札の「テウ

シヤウハト」（チョウショウバト）はという和名は、現在、

東南アジアに産する Geopelia「striata の和名として用い

られている。同種は顔が青灰色であり、背がうろこ状に見

え、 面は横斑がある点で本図と一致していることから、

チョウショウバトである。雌雄同色のため性は不明であ

る。幼羽と思われる羽根はなく、成鳥である。 

ハト目ハ

ト科 

外国種 2 個体一

括 

20 表 5-3 

（左） 

テウシヤウハ

ト 

チョウショウバト 

Geopelia「striata 

（性不明・成鳥） 

表 5-3（右）と同じである。 ハト目ハ

ト科 

外国種 2 個体一

括 

21 表 6-1 シナヘ シロハラ 

（雌・成鳥） 

頭から腰まで暗褐色であり、腹が白いことからシロハラで

ある。頭部や目先の黒色味が淡いことから雌である。大雨

覆の先端に白斑がある幼羽が無いことから成鳥である。 

スズメ目

ツグミ科 

  

22 表 6-2 カヤマシコ ヤマヒバリ 

（性不明・成鳥） 

頭頂部と過眼線が黒く、太くバフ色の眉斑があり喉もバフ

色であること、腹が濃茶色であることからヤマヒバリの成

鳥である。雌雄同色のため性は不明である。付札の「カヤ

マシコ」から想起されるカヤクグリは眉斑がなく、喉・腹

は暗褐色であることから一致しない。 

スズメ目

イワヒバ

リ科 
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№ 
図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

23 表 6-3 八丈ツグミ ハチジョウツグミ 

（性不明・成鳥） 

背が灰褐色、胸には黒斑がなく一様に茶褐色であり、腹部

も茶褐色の鱗状の羽根であることからハチジョウツグミ

である。雌雄同色のため性は不明である。大雨覆の先端に

白斑がある幼羽が無いことから成鳥である。 

スズメ目

ツグミ科 

  

24 表 7-1 ハラアカツグ

ミ 

アカハラ 

（雄・成鳥） 

背が暗黒褐色、顔が黒く黄色いアイリングがあること、胸

から腹部が赤褐色であることからアカハラである。頭部の

黒色が濃いことから雄である。大雨覆の先端に白斑がある

幼羽が無いことから成鳥である。 

スズメ目

ツグミ科 

  

25 表 7-1 ヒタキ（雄） ジョウビタキ 

（雄・成鳥） 

顔から喉、胸が黒色であること、頭頂部から後方が白地に

細かな黒斑があること、腹が赤褐色で翼に大きな白斑があ

ることからジョウビタキの雄・成鳥である。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

26 表 7-1 ツグミ ツグミ 

（雌・成鳥？） 

頭から背が暗褐色であり翼に茶色味があること、胸から腹

部が白く黒斑があることからツグミである。大雨覆の羽縁

が細く白色に描かれているが、明瞭に白斑があるようには

描かれていないことから成鳥の可能性がある。初列雨覆外

弁に暗色部があるように見えるため雌の可能性がある。 

スズメ目

ツグミ科 

  

27 表 8-1 スヾメ スズメ 

（性不明・成鳥） 

茶色い頭頂部に頬が黒く、喉も黒いことからスズメであ

る。雌雄同色のため性は不明である。頭部にバフ色の羽縁

がある幼羽がないことから成鳥である。 

スズメ目

スズメ科 

  

28 表 8-2 マユ白ツグミ マミジロ 青みを帯びているか暗色から黒色の体色、白い明瞭な眉斑 スズメ目   
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図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

（雌・成鳥） があることからマミジロである。全体に淡く、喉が黄白色

であり濃褐色の顎線があること、腹が鱗状であることから

雌である。大雨覆の先端に白斑がある幼羽が無いことから

成鳥である。 

ツグミ科 

29 表 8-3 ホ白 ホオジロ 

（雄・成鳥） 

眉斑と頬、喉が白く、過眼線と顎線が黒色であることから

ホオジロである。眉斑等の黒色が濃く明瞭であり、白色部

にも褐色味がないことから雄・成鳥である。 

スズメ目

ホオジロ

科 

  

30 表 9-1 大ムク ムクドリ 

（性不明・成鳥） 

橙色の嘴、額と頬が白色で細かな黒斑があること、暗灰色

の体色であることからムクドリの成鳥である。雌雄同色の

ため性は不明である。 

スズメ目

ムクドリ

科 

  

31 表 9-2  ユキヒタキ ルリビタキ 

（雌・成鳥または性

不明・幼鳥） 

黒く細い嘴、頭部から背が一様に暗色であることからルリ

ビタキの雌または幼鳥である。喉が白色ではない点は一致

しないが、付札に「ユキヒタキ」とあり、冬季のヒタキと

認識されていることも踏まえた。雌であれば成鳥であり、

幼鳥であれば性は不明である。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

32 表 9-3 シマムクトリ コムクドリ 

（雄・成鳥） 

嘴が黒く、頬に赤褐色斑、肩に白斑があることからコムク

ドリの雄・成鳥である。 

スズメ目

ムクドリ

科 

  

33 表 10-1 ウソ ウソ（亜種アカウソ） 

（雄・成鳥） 

黒く太い嘴、嘴基部から後頸まで黒いこと、頬が赤いこと

からウソである。ウソ（亜種ウソ）に比較すると胸から腹

スズメ目

アトリ科 
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図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

部にかけても赤味があるように描かれていることから亜

種アカウソの可能性がある。体色に褐色味がないことから

雄・成鳥である。 

34 表 10-2 

（右側） 

フンテウ ブンチョウ 

Padda「oryzivora 

（雄？・成鳥） 

赤く太い嘴、黒い頭部に大きく白い頬、体は一様に灰色で

あることからブンチョウの成鳥である。宇田川（1971）を

踏まえ、額に対して嘴峰が盛り がっているようにみえる

ことから雄の可能性がある。 

スズメ目

カエデチ

ョウ科 

外国種 2 個体一

括 

35 表 10-2 

（左側） 

フンテウ ブンチョウ 

Padda「oryzivora 

（雌？・成鳥） 

種と齢については表 10-2「（右側）と同じである。額に対し

て嘴峰が盛り がっていないようにみえることから雌の

可能性がある。 

スズメ目

カエデチ

ョウ科 

外国種 2 個体一

括 

36 表 10-3 クロウソ ウソ（亜種アカウ

ソ？） 

（雌・成鳥） 

黒く太い嘴、嘴基部から後頸まで黒いことからウソであ

る。腹部がやや紫色味を帯びていることから亜種アカウソ

の可能性がある。頬が赤くなく、全体に褐色味があること

から雌の成鳥である。 

スズメ目

アトリ科 

  

37 表 11-1 ヲナガ オナガ 

（性不明・成鳥） 

黒い頭部、青い翼と長く青い尾からオナガの成鳥である。

雌雄同色のため性は不明である。 

スズメ目

カラス科 

  

38 表 11-2 クロツグミ クロツグミ 

（雄・成鳥） 

黄色い嘴とアイリング、頭から尾まで黒色であり胸も黒

色、腹部は白地に黒斑があることからクロツグミの雄・成

鳥である。 

スズメ目

ツグミ科 

  

39 表 11-3  ヒバリ ヒバリ 短い冠羽が有り喉・胸に黒褐色の細い縦斑があること、雨 スズメ目  展開「（ 
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図録 

番号 
付札の記載 

同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

（性不明・成鳥） 覆先端が白色であることからヒバリの成鳥である。雌雄同

色のため性は不明である。 

ヒバリ科 昇） 

40 表 12-1 イソヒヨトリ イソヒヨドリ 

（雄・成鳥） 

頭・胸・背が青く、腹部が暗茶褐色であることからイソヒ

ヨドリの雄である。鱗状に見える幼羽の羽根がないことか

ら成鳥である。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

41 表 12-2 黄鶺鴒 キセキレイ 

（雄？・成鳥） 

青灰色の背と鮮黄色の胸、長い尾からキセキレイの成鳥で

ある。喉に黒色がある点は雄に一致するが図では不明瞭で

あり、雌でも黒線が出ることがあるため雄の可能性があ

る。 

スズメ目

セキレイ

科 

  

42 表 12-3 セクロセキレ

イ（雛） 

ハクセキレイ（亜種

ホオジロハクセキレ

イ？） 

（雌・成鳥、夏羽ま

たは雄・成鳥、冬羽） 

頭頂部が黒色であり、顔が白色、喉が黒色であることから

ハクセキレイである。ハクセキレイとした場合、亜種ハク

セキレイに通常見られる黒い過眼線が無いことや、大雨覆

に黒斑があるように描かれていることから、亜種ホオジロ

ハクセキレイの可能性がある。しかし亜種ホオジロハクセ

キレイは現在も個体数が少なく、江戸時代においても同様

であったと考えられることから？を付した。頭が黒く背が

灰色であるため、雌・夏羽か雄・冬羽である。付札の「セ

クロセキレイ（雛）」については、セグロセキレイの幼鳥

は顔や頭頂部から背にかけて一様に灰色であり、淡色の細

い眉斑があるのみであることから一致しない。 

スズメ目

セキレイ

科 
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43 表 12-4 モズ（雌） モズ 

（雄・幼鳥） 

嘴が太く 嘴が 方に湾曲していること、頭頂部から後頚

部が茶色であり背が灰色であることからモズである。過眼

線に褐色がかり、胸の鱗状の斑も明瞭であることから雌で

ある。雨覆の先端にバフ色の羽縁があることから幼鳥であ

る。 

スズメ目

モズ科 

  

44 表 13-1 コマ コマドリ 

（雄・成鳥？） 

顔と喉が赤く、背が茶色、腹部が灰色であることからコマ

ドリである。頭部と背が明瞭に色分けされていることから

雄である。 

大雨覆にバフ色の羽縁があり、幼羽（幼羽から第１回夏羽

への換羽中）とも考えられるが、不明瞭であるため成鳥？

とした。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

45 表 13-2 ノコマ ノゴマ 

（雄・成鳥？） 

白く明瞭な眉斑があり、喉だけ赤色であることからノゴマ

の雄である。大雨覆にバフ色の羽縁があり、幼羽（幼羽か

ら第１回夏羽への換羽中）とも考えられるが、不明瞭であ

るため成鳥？とした。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

46 表 13-3 ハト ドバト 

Columba「livia 

（性不明・成鳥） 

灰色の体、翼に２本の黒帯があることからドバトである。

羽色は様々であり、性の識別はできない。幼羽と思われる

羽根がないことから成鳥である。 

ハト目ハ

ト科 

作 出 品

種 

 

47 表 14-1 

（右） 

十姉妹 コゲチャキンパラ 

Lonchura「fuscans 

淡色のアイリングがあること、体は腰も含め、一様に細か

な褐色の縦斑がある暗褐色であることから、コゲチャキン

スズメ目

カエデチ

外国種 2 個体一

括 
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同定結果 

（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

（性不明・成鳥） パラである。羽色が暗褐色であることから成鳥である。成

鳥の雌雄は同色であることから、性は不明である。 

ョウ科 

48 表 14-1 

（左） 

十姉妹 コゲチャキンパラ 

Lonchura「fuscans 

（性不明・成鳥） 

表 14-1（右）と同じである。 スズメ目

カエデチ

ョウ科 

外国種 2 個体一

括 

49 表 14-2 ヒガラ ヒガラ 

（性不明・成鳥） 

喉の黒帯が胸元までであること、翼の中雨覆と大雨覆の先

端が白色であることからヒガラである。雌雄同色のため性

は不明である。白い部分に褐色味がないことから成鳥であ

る。 

スズメ目

シジュウ

カラ科 

  

50 表 14-3 タンドリ（雄

雌） 

コシグロキンパラ 

Lonchura「

leucogastroides 

（雌・第 1回冬羽） 

顔と同じく胸が黒色であること、腰は背と同じく暗褐色で

あること、下尾筒が黒色であることからコシグロキンパラ

である。下尾筒近くでは横斑があることから雌の第 1 回冬

羽である。 

スズメ目

カエデチ

ョウ科 

外国種  

51 表 14-4 タンドリ（雄

雌） 

コシグロキンパラ 

Lonchura「

leucogastroides 

（性不明・成鳥） 

顔と同じく胸が黒色であること、腰は背と同じく暗褐色

であること、下尾筒が黒色であることからコシグロキンパ

ラである。腹部がほぼ白色であることから成鳥である。成

鳥の雌雄は類似しており、本図での識別はできないことか

ら性は不明である。 

スズメ目

カエデチ

ョウ科 

外国種  

52 表 15-1 紅マシコ（雄） ベニマシコ 

（雄・成鳥） 

顔と胸、腰が鮮紅色であり、翼に２本の白帯があることか

らベニマシコの雄・成鳥である。 

スズメ目

アトリ科 

 2 個体一

括 
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53 表 15-2 カシワタカ カシラダカ 

（雄・成鳥、冬羽） 

冠羽があり、胸は赤茶色で濃茶色の縦斑があることからカ

シラダカである。眉斑が白色であることから雄である。頭

頂部や眉斑が黒色ではないことから成鳥の冬羽である。 

スズメ目

ホオジロ

科 

  

54 表 15-3 紅マシコ（雌） ベニマシコ 

（雌・成鳥） 

翼に２本の白帯が有り、淡褐灰色の体、背に細かい斑があ

ることからベニマシコの雌である。体羽に黄褐色味が少な

いことから成鳥である。 

スズメ目

アトリ科 

 2 個体一

括 

55 表 15-4 ビンスイ ビンズイ 

（性不明・成鳥、冬

羽？） 

褐色の体、翼の小雨覆と大雨覆先端が白く２本の白帯に見

えることからビンズイである。雌雄同色のため性は不明で

ある。胸等の黄色味が濃いため成鳥の冬羽の可能性があ

る。 

スズメ目

セキレイ

科 

  

56 表 16-1 相思鳥 ソウシチョウ 

Leiothrix「lutea 

（性不明・成鳥） 

赤い嘴、灰色の眉斑、黄色い喉などからソウシチョウであ

る。雌雄同色のため性は不明である。全身の色が鮮やかで

あり、幼羽と思われる羽根がないことから成鳥である。 

スズメ目

ガビチョ

ウ科（仮

称） 

外国種  

57 表 16-2 テリヒワ ベニヒワ 

（雌・成鳥または性

不明・幼鳥） 

頭頂部に赤斑があること、嘴が短く黄色であること、翼に

白帯があること、腹部が白地に黒い縦斑があることからベ

ニヒワである。 面の赤みが淡いことから雌・成鳥または

性不明・幼鳥である。 

スズメ目

アトリ科 

  

58 表 16-3 相思鳥 ソウシチョウ 

Leiothrix「lutea 

赤い嘴、灰色の眉斑、黄色い喉などからソウシチョウであ

る。雌雄同色のため性は不明である。全身の色が鮮やかで

スズメ目

ガビチョ

外国種  
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（種・亜種名） 
識別根拠・備考 目・科 国内外等 構図 

（性不明・成鳥） あり、幼羽と思われる羽根がないことから成鳥である。 ウ科（仮

称） 

59 表 16-4 マヒワ マヒワ 

（雌・成鳥） 

背が黄緑色で翼に黄色帯があることからマヒワである。額

や頭頂部が黒くないこと、胸の縦斑が明瞭であることから

雌・成鳥である。 

スズメ目

アトリ科 

  

60 表 17-1 アトリ アトリ 

（雄・成鳥、夏羽） 

黒い頭部、喉が橙色であり、翼に明瞭な白帯があることか

らアトリの雄である。頭部の黒色が明瞭で 面の黒い範囲

も広いことから、成鳥の夏羽である。 

スズメ目

アトリ科 

 展開「（ 

昇） 

61 表 17-2 アトリ アトリ 

（雌・成鳥または性

不明・幼鳥） 

喉が淡橙色であり、翼に明瞭な白帯があることからアトリ

の雄・成鳥または性不明・幼鳥である。 

スズメ目

アトリ科 

 展開「（ 

昇） 

62 表 17-3  キヒタキ キビタキ 

（雄・成鳥） 

顔と体が黒く、黄色い眉斑があり、喉も黄色いことからキ

ビタキの雄である。褐色の幼羽が残っていないことから成

鳥である。 

スズメ目

ヒタキ科 

  

63 表 17-4 ヱナガ エナガ 

（性不明・第 1 回冬

羽？） 

ぶどう色を帯びた体羽と黒く長い尾からエナガである。 

雌雄同色のため性は不明である。成・幼の識別点である眉

は着色されていないため確認できず、齢も不明だが、雨覆

と次列風切がコントラストの違う色で描かれていること

から、第 1回冬羽の可能性がある。 

スズメ目

エナガ科 

  

64 表 18-1 セイヽンコ ダルマインコ 額に黒い横斑があり、喉も黒いこと、後頸から背が緑色で インコ目 外国種  
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Psittacula「

alexandri 

（雄・成鳥？） 

あることからダルマインコである。宇田川（1961）による

と雄の嘴は が朱赤色で が黒色、雌は  とも黒色であ

る。本図では 嘴は白色であるため雌雄いずれにも一致し

ないが、 嘴が赤みを帯びていることから雄とした。幼鳥

は頬の 部に黒い線があり、翼に黄緑色の大きな羽紋があ

るとされる（宇田川「1971）が、本図では頬の 部の黒斑

がないため成鳥の可能性がある。 

インコ科 

65 表 18-2 イスカ イスカ 

（雄・成鳥） 

 嘴と 嘴が交差していることからイスカである。体色が

赤いことから雄の成鳥である。 

スズメ目

アトリ科 

  

66 表 18-3 モズ モズ 

（雄・幼鳥、第１回

冬羽） 

嘴が太く 嘴が 方に湾曲していること、頭頂部から後頚

部が茶色であり背が灰色であることからモズである。過眼

線が黒いことから雄である。肩羽や三列風切等が、褐色の

羽縁がある幼羽として描かれているため幼鳥の第一回冬

羽とした。 

スズメ目

モズ科 

  

67 表 19-1  

 

ハヽテウ ハッカチョウ 

Acridotheres「

cristatellus 

（性不明・成鳥） 

嘴が黄色く、 嘴基部に短い冠羽があること、翼に大きな

白斑があることからハッカチョウの成鳥である。雌雄同色

のため性は不明である。 

スズメ目

ムクドリ

科 

外国種  

68 表 19-2 キウクハン キュウカンチョウ 

Gracula「religiosa 

先端が黄色く基部が橙色の嘴、目の から後頸にかけて特

徴的な形をした裸出部があること、全身黒色であることか

スズメ目

ムクドリ

外国種  
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（性不明・成鳥） らキュウカンチョウの成鳥である。雌雄同色のため性は不

明である。 

科 

69 表 20-1 ヒインコ ズグロインコ 

Lorius「domicella 

（性不明・成鳥） 

全身が赤く、頭頂部が黒いこと、胸に黄色い三日月状の斑

があること、翼が緑色であることからズグロインコであ

る。性については識別できなかった。宇田川「（1971）によ

ると幼鳥の背は緑色がやや多いとのことであり、本図は一

致しないことから成鳥である。 

インコ目

インコ科 

外国種  

70 表 20-2 ダルマインコ オオハナインコ？ 

Eclectus「roratus？ 

（雌・成鳥） 

雌は首が朱赤色で、胸・腹の 部が紺青色、嘴は  とも

黒色であり、これらの特徴に一致するのはオオハナインコ

の雌・成鳥であるが、確認した範囲ではオオハナインコの

胸に黄色い三日月状の斑はない。このためオオハナイン

コ？とした。 

インコ目

インコ科 

外国種  

71 表 21-1 （墨書なし） セグロアジサシ 

（性不明・成鳥） 

黒い嘴、白い眉斑が眼より前までであること、黒い後頸が

背に繋がっていること、背も一様に黒色であることからセ

グロアジサシの成鳥である。雌雄同色のため性は不明であ

る。 

チドリ目

カモメ科 

  

72 表 21-2 鵲（雄） カササギ 

（性不明・第 1 回冬

羽または第１回夏

羽） 

頭と胸、背、翼が黒く、肩羽が広く白いこと、尾も黒色で

長く、扇状であることからカササギである。雌雄同色のた

め性は不明である。初列風切先端の暗色部が広く、白色部

との境界も明瞭ではない幼羽が描かれていることから、第

スズメ目

カラス科 
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1 回冬羽または幼羽が残る第１回夏羽の可能性がある。 

73 表22「・23 白鷴 ハッカン 

Lophura「nycthemera 

（雄・成鳥） 

黄色い嘴、赤い顔、翼は白色で細い黒斑があり、尾は白く

長大であることから、ハッカンの雄・成鳥である。 

キジ目キ

ジ科 

外国種  

74 表 24 

（手前） 

ヒヤウシヤ ルリカケス 

（性不明・成鳥） 

頭部と翼、尾が青く、他は赤茶色であることからルリカケ

スの成鳥である。雌雄同色のため性は不明である。 

スズメ目

カラス科 

県外種 2 個体一

括 

75 表 24 

（奥） 

ヒヤウシヤ ルリカケス 

（性不明・成鳥） 

頭部と翼、尾が青く、他は赤茶色であることからルリカケ

スの成鳥である。雌雄同色のため性は不明である。 

スズメ目

カラス科 

県外種 2 個体一

括 

  


